
ART 症例登録システム改定版の 2022 年登録分からの運⽤開始のお知らせ 
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平素 ⽇本産科婦⼈科学会の ART 症例登録システムへの体外受精実施症例の登録にご協⼒あ
りがとうございます。 

 
2022 年 1 ⽉より ART 症例登録システムが改定されますので、ご案内申し上げます。 
 
⽇本産科婦⼈科学会倫理委員会では、現⾏のシステムの利便性の向上を⽬指して、UMIN デー

タベースの中に構築された ART 症例登録システムの改定の準備を進めてまいりました。昨今の
ART 診療内容の変化、がん⽣殖医療の制度化といったことを踏まえた変更も⾏っております。こ
の改定後のシステムは 2022 年分の症例登録から運⽤を開始する予定です。 

改定後のシステムの内容について事前に各ご施設で確認をお願いいたします。 
改定内容の概要については「システム改定の概要」（資料 1）を添付させていただきます。また、
改定前画⾯と改定後画⾯のファイルを合わせて添付（資料 2）しておりますのでご参照ください。
そして、実際の様⼦をご確認いただけるテスト⽤ページを⽤意しています。テスト⽤ページのア
クセスについては添付の「テストページでの改定システムの確認⽅法」（資料 3）をご参照くださ
い。 
 

今回の改定版の作成に当たっては、現⾏の症例登録システムに対して ART 登録ご施設からこ
れまでいただいていたご意⾒を踏まえて、UMIN データサーバ管理者側と話合いを⾏い進めてま
いりました。しかし、UMIN データサーバの設計上の制約があり、いただいていたご要望の中に
は対応が困難な部分もあり現在の改定内容となっていることをご理解いただければと存じます。 
 また、2021 年分の症例データの⼊⼒が完了し確定となる時期までは、改定後の登録画⾯上にお
いては、⼊⼒項⽬の⼀部には 2021 年以前の症例に関する⼊⼒部分と 2022 年以降の症例に関する
⼊⼒部分をシステム上同時に表⽰せざるを得ない形となっていることをご了承ください。そして、
2021 年分の抄録データが確定された段階(2023 年 12 ⽉末頃)では、今回の改定後の⼊⼒欄だけが
表⽰される形に変更となることも併せてご理解ください。 
 
 2022 年１⽉からの運⽤開始に向けてのご施設内での準備をお進めいただきますよう、よろしく
お願いいたします。 
 
また、本改定に関するお問い合わせは、こちらの専⽤フォームにお願いいたします。 
 
「ART 症例登録システム改定版に関する問い合わせ専⽤フォーム」 
https://pro.form-mailer.jp/fms/9d55a272237772 

2021 年 9 ⽉吉⽇ 
⽇本産科婦⼈科学会 

倫理委員会  委員⻑ 三上 幹男 
登録・調査⼩委員会 委員⻑ ⽚桐由起⼦ 



ART 症例登録システム改定の概要

〇変更点の概要
１．⼊⼒に関する Q＆A へのアクセス改善
表ページの「お困りの時」のページの記載を充実した。
登録・調査⼩委員会(https://plaza.umin.ac.jp/~jsog-art/)のページの中に⼊⼒で⽣じやすい
疑問に答えるために従来から準備されている「症例報告 Q＆A」へのリンクを設置した。
また、データ⼊⼒画⾯の「治療から妊娠まで」と「妊娠から出産まで」の両⽅のページのそ
れぞれの冒頭にも、「症例報告 Q＆A」へのリンクを設置した。

２．登録データの修正・更新の中の検索ページの検索機能の強化
表ページ（トップページ）から「登録データの修正・更新」に⼊って「臨床妊娠」例の検索
を⾏った結果の画⾯の中に「妊娠の転帰」の欄を新たに設定した。
これは、「妊娠から出産まで」ページ（資料 2：4 枚⽬のページ）の「妊娠の転帰」の⼊⼒状
況が出てくる。そのため、ART 施設側で分娩終了後の結果の⼊⼒が未⼊⼒のデータを抽出
できるようになり、データ⼊⼒の不備の減少が期待できる。

３．間違った年への⼊⼒を⾏った場合のデータ除外について
「治療から妊娠まで」のページの最後に、「登録除外」のチェック欄を作成した。
間違った年にデータ登録を⾏った場合の登録除外はこれまで、⽇産婦事務局に連絡を取っ
て UMIN 側で随時⾏っていたがそのやり取りを⾏わず ART 施設側で除外するデータを⽰
すことができるようにした。

4．ロジカルチェックの強化 （添付資料 4 ロジカルチェック参照）
「治療から妊娠まで」と「妊娠から出産まで」のそれぞれのページのすべての項⽬について、
明らかな間違いと考えられる数値が⼊った場合にエラーメッセージが出るように設定をし
た。

5．産科合併症の⼊⼒⽅法の変更
もとのシステムでは産科合併症の内容が⾃由記載となっていたので、様々な⾔葉が記載さ
れており、集計の際に困難を⽣じていた。改修後は主要な産科合併症を選択する⽅法として、
それ以外はその他に⾃由⼊⼒とした。

6．児の先天異常の⼊⼒⽅法について
改修前は先天異常の⾔葉の⼀覧表が掲載されており、その表から合致する名称を探して⾃
由⼊⼒欄に記載する形となっていた。今回は該当する項⽬を選択してチェックする形式と
した。該当項⽬がない場合には、それぞれの異常の部位に応じてその他の異常にチェックを
⼊れる形とした。

資料1



7．「治療から妊娠まで」と「妊娠から出産まで」のそれぞれの項⽬
昨今の ART 治療の⽅法の変化に対応することを⽬的として、多くの項⽬で選択項⽬の追加、
削除、変更などを⾏った。項⽬により、従来単⼀選択としていた項⽬が複数選択となってい
る項⽬もある。

また、現在の「治療から妊娠まで」のページの「Assisted hatching」の項⽬は、改定後は削
除となっている。そのため、本システムに変更となる 2022 年１⽉１⽇からは、2021 年分
2020 年分のデータの⼊⼒を⾏う場合にもその項⽬は不要となる。

なお、今回の項⽬の修正に際して、元のバージョンと項⽬の番号の対応関係が変わると過去
データとの集計上の整合性が取れないという問題と、UMIN データベース上で⼊⼒年毎に
⼊⼒フォーマットを変化させることができないという制約があることから、以下の形の変
更としている。
１．旧項⽬の削除や追加により選択肢の順番が⼤きく変わる場合

2021 年までのデータはこちらへという欄と、2022 年以降のデータはこちらへを同時に
⽰している。2021 年までのデータはこちらへの欄については 2024 年の⼊⼒が開始さ
れる段階で消えて、改定後の 2022 年以降のデータはこちらへの欄だけが表⽰される形
式となる予定。

２．旧項⽬からの変更で元の選択肢の順番が変わらず、追加項⽬だけができる場合
旧項⽬に新たに項⽬が追加されただけの形としている。その場合、「その他」の位置が
最後ではなく途中に出てくる形とならざるを得ない形となっている。（これは以前のバ
ージョンでも同様のことが⽣じていた）

〇今回の変更でいただいていた要望に対して対応できなかったこと
１．その他の項⽬など⾃由⼊⼒の部分を⼊⼒した時点でその前の項⽬ボタンのチェックが
⾃動にオンとなるように設定すること。
これは、UMIN のシステム上難しいとのことであった。

2．多数の症例データの⼀括アップロード

以上



改定後 治療から妊娠までのページ 資料2







改定後 妊娠から出産後までのページ



 

 



改定後 登録データ検索ページ 

 

改定後 登録データ検索結果表⽰ページ 
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テストページでの改定システムのご確認方法

１．Webブラウザ上で、下記のテスト系ページにアクセスする 

https://c.umin.ac.jp/idctest/list 

２．システムログインのための ID およびパスワードが求められたら、いつものご施設での
ART 症例登録システムへのログインと同じ ID、パスワードを入力する 

３．テスト系システム内で入力や検索を行う 
テスト系ページで入力されたものは、現行利用している症例登録システムには入りません
ので、自由に入力して改定システムの内容をご確認ください。

資料3
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ART症例登録　入力項目ロジカルチェック一覧
治療から妊娠までのページ
入力項
目番号

大項目名 大項目内の入力細項目 入力の必須or空欄可 入力可能な文字種 入力可能数値の範囲

1 患者識別No. 必須 半角英数字、ハイフン、アンダーバー20文字まで
1-3の項目選択 必須 1－3の項目選択
制度を利用した自治体 １利用を選択した場合に自

治体選択を必須
プルダウンで選択 プルダウンで選択された自治体名

3 治療周期開始時の妻の満年齢 必須 半角数字　 整数　15～60
4 治療周期開始時の夫の満年齢 必須 半角数字　 整数　15～60

身長 空欄可 半角数字　 整数　100～250
体重 空欄可 半角数字　 整数　30～250
妊娠回数 空欄可 半角数字　 整数　0～40
分娩回数 空欄可 半角数字　 整数　0～20
1-11の項目選択 必須　複数選択可 1－11の項目選択　複数選択可

６その他の自由記載欄 6その他を選択した場合に
入力必須

文字種制限なし 10文字まで

1-8の項目選択 空欄可 1－8の項目選択
7その他の自由記載欄 7その他を選択した場合に

入力必須
文字種制限なし 10文字まで

1-9の項目選択 空欄可　複数選択可 1－9の項目選択　複数選択可

9その他の自由記載欄 9その他を選択した場合に
入力必須

文字種制限なし 10文字まで

9 卵子成熟誘起法 1-2の項目選択 空欄可　複数選択可 1－2の項目選択　複数選択可

1－5の項目選択 必須 1－5の項目選択
5その他の自由記載欄 5その他を選択した場合に

入力必須
文字種制限なし 10文字まで

1-3 の項目選択 必須 1－3の項目選択
採卵時の症例登録番号 2凍結胚もしくは３凍結卵を

選択したときは必須
半角英数字 1桁目は半角英字、2－7桁目は半

角数字の合計7桁の英数字番号

1－7の項目選択 必須 1－7の項目選択
5その他の自由記載欄 5その他を選択した場合に

入力必須
文字種制限なし 10文字まで

1－7の項目選択 必須 1－7の項目選択
5その他の自由記載欄 5その他を選択した場合に

入力必須
文字種制限なし 10文字まで

1－4の項目選択 空欄可　複数選択可 1－4の項目選択　複数選択可

3その他の自由記載欄 3その他を選択した場合に
入力必須

文字種制限なし 10文字まで

14 精液所見 精子濃度 精子回収法で1射出精子を
選択した場合でも空欄可と
する

半角数字、半角ピリオド（小数点） 0以上、999999.99以下の小数、小
数点第2位まで

運動精子率 精子回収法で1射出精子を
選択した場合でも空欄可と
する

半角数字 0以上、100以下の整数

15 採卵数 【治療に用いた、あるいは
用いようとした卵・胚の種
類】 で ［1 新鮮卵・胚］ を
選択した場合に入力必須

半角数字 0以上、99以下の整数

16 受精卵数 【治療に用いた、あるいは
用いようとした卵・胚の種
類】 で ［1 新鮮卵・胚］ を
選択した場合に入力必須

半角数字 0以上、99以下の整数

17 融解胚数 【治療に用いた、あるいは
用いようとした卵・胚の種
類】 で ［2凍結胚］ を選択
した場合に入力が必須

半角数字 0以上、99以下の整数

18 融解卵数 【治療に用いた、あるいは
用いようとした卵・胚の種
類】 で ［3 凍結卵］ を選択
した場合に入力が必須

半角数字 0以上、99以下の整数

19 受精卵数 【治療に用いた、あるいは
用いようとした卵・胚の種
類】 で ［3 凍結卵］ を選択
した場合に入力が必須

半角数字 0以上、99以下の整数

1－5の項目選択 【治療に用いた、あるいは
用いようとした卵・胚の種
類】 で ［1 新鮮卵・胚］［2
凍結胚］［3 凍結卵］ を選
択した場合に入力

1－5の項目選択

5その他の自由記載欄 5その他を選択した場合に
入力必須

文字種制限なし 10文字まで

21 移植胚・卵数 【治療に用いた、あるいは
用いようとした卵・胚の種
類】 で ［1 新鮮卵・胚］［2
凍結胚］［3 凍結卵］ を選
択した場合に入力　ただ
し、【胚移植時の発育段
階】でETキャンセルの場合

半角数字 0以上、9以下の整数

22 凍結胚・卵数 【治療に用いた、あるいは
用いようとした卵・胚の種
類】 で ［1 新鮮卵・胚］［2
凍結胚］［3 凍結卵］ を選
択した場合に入力

半角数字 0以上、99以下の整数

1－6の項目選択 【治療に用いた、あるいは
用いようとした卵・胚の種
類】 で ［1 新鮮卵・胚］［2
凍結胚］［3 凍結卵］ を選
択した場合に入力　ただ
し、【胚移植時の発育段
階】でETキャンセルの場合

1－6の項目選択

6その他の自由記載欄 ６その他を選択した場合に
入力必須

文字種制限なし 10文字まで

13 精子回収法

23 黄体期管理

12 2022年登録より　行った、あるいは行おうとし
た治療方法

20 胚移植時の発育段階

11 治療に用いた、あるいは
用いようとした卵・胚の種類

7 適応

2021年登録まで　行った、あるいは行おうとし
た治療方法

12

2022年登録より　卵巣刺激法または周期管
理法（融解周期の管理方法）

8

8

2021年登録まで　卵巣刺激法または周期管
理法（融解周期の管理方法）

10 採卵法

治療周期開始時の妻の身長、体重5

6 治療周期開始時の妻の妊娠・分娩歴

2 特定不妊治療費助成制度の利用

資料4



ART症例登録　入力項目ロジカルチェック一覧
治療から妊娠までのページ
入力項
目番号

大項目名 大項目内の入力細項目 入力の必須or空欄可 入力可能な文字種 入力可能数値の範囲

1－5の項目選択 【治療に用いた、あるいは
用いようとした卵・胚の種
類】 で ［1 新鮮卵・胚］［2
凍結胚］［3 凍結卵］ を選
択した場合に入力　　複数

1－5の項目選択　複数選択可

5その他の自由記載欄 5その他を選択した場合に
入力必須

文字種制限なし 10文字まで

1-3の項目選択 【治療に用いた、あるいは
用いようとした卵・胚の種
類】 で ［1 新鮮卵・胚］［2
凍結胚］［3 凍結卵］ を選
択した場合に入力　ただ
し、【胚移植時の発育段
階】でETキャンセルの場合

1－3の項目選択

2臨床妊娠の移植日 2臨床妊娠を選択した場合
に入力必須

[年]は4桁の半角数字　[月].[日]は
それぞれでプルダウン選択

[年]は1950～2100の整数、年の数
字は登録しようとしている年と一致
している必要がある [月].[日]はそ
れぞれでプルダウンで選択された
数字

26 登録除外 空欄可

25 妊娠の有無

24 副作用の有無



ART症例登録　入力項目ロジカルチェック一覧
妊娠から出産までのページ
入力項
目番号

大項目名
大項目内の入力細項目 入力の必須or空欄可 入力可能な文字種 入力可能数値の範囲

1-2の項目選択 必須 1－2の項目選択

1ありの数値入力
１ありを選択した場合に入力必須 半角数字 0以上、9以下の整数

1-2の項目選択 必須 1－2の項目選択

1ありの数値入力
１ありを選択した場合に入力必須 半角数字 0以上、9以下の整数

1-9の項目選択 必須　複数選択可 1-9の項目選択　複数選択可

4人工妊娠中絶の理由欄
4人工妊娠中絶を選んだ場合でも空欄
可

文字種制限なし 10文字まで

7減胎手術の減数記入欄
7減胎手術を選んだ場合でも空欄可 2か所の入力欄でいずれも、半角数

字
2か所の入力欄でいずれも、0以上、9以下の整
数

1-2の項目選択
【妊娠の転帰】で［5 生産］もしくは［6
死産］を選択した場合に入力が必須 1-2の項目選択

1ありの人数入力
１ありを選択した場合に入力必須 半角数字　 0以上、9以下の整数

1ありの出産日入力

１ありを選択した場合でも空欄可 [年]は半角数字[月].[日]はそれぞれ
でプルダウン選択

[年]は4桁の1950～2100の整数、年の数字は
登録しようとしている年とその翌年のいずれか
と一致している必要がある [月].[日]はそれぞ
れでプルダウンで選択された数字

31 分娩様式 1-4の項目選択 必須 1-4の項目選択
1－3の項目選択 必須 1－3の項目選択

2ありの場合の項目選択
2ありを選択した場合に入力必須　複
数選択可

半角数字　 選択枝から複数選択可

2ありの場合のその他の自由記載欄
2ありを選択してその他を選択した場
合に入力必須

文字種制限なし 10文字まで

性別：1－3の項目選択 空欄可 1－3の項目選択
出生児の在胎週数：1－2の項目選択 空欄可 1－2の項目選択

出生児の在胎週数内１の週数記載欄
在胎週数で１を選択したら入力必須 半角数字 10以上、45以下の整数

出生児の体重：1－2の項目選択 空欄可 1－2の項目選択

出生児の体重１の体重ｇ記載欄
出生時の体重で１を選択したら入力必
須

半角数字 10以上、9999以下の整数

児の状況の生産死産：1－3の項目選択 空欄可 1－3の項目選択
児の状況の一卵性多胎：1－3の項目選択 空欄可 1－3の項目選択
児の状況の先天異常の臓器：1－3の項目選択 空欄可 1－3の項目選択
生後、児の予後　7日未満：1－3の項目選択 空欄可 1－3の項目選択
生後、児の予後　28日未満：1－3の項目選択 空欄可 1－3の項目選択

死亡月日

空欄可 [年]は4桁の半角数字、[月].[日]は
それぞれでプルダウン選択

[年]は4桁の1950～2100の整数、[月].[日]はそ
れぞれでプルダウン選択

先天異常の内容の表 該当項目のチェックを入れる 空欄可　複数選択可 複数選択可

28 確認された胎児数

児の所見（1児から4児までのそれぞれについ
て）

33

27 GSの数

32 産科合併症

妊娠の転帰29

30 出産児数
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